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アルジェリア政治・経済月例報告

（２０１５年９月）

平成２７年１０月

在アルジェリア日本国大使館

１． 内政

● ウーヤヒアＲＮＤ党首代行・大統領府官房長の記者会見

１２日、有力な次期大統領候補と目されるウーヤヒアＲＮＤ（民主国民連合、

与党）党首代行兼大統領府官房長が党首代行に就任以来、２回目の記者会見を

行った。同党首代行は、セラル首相や政府との間に確執があるとの噂を否定し、

憲法改正についてはブーテフリカ大統領より本年中に改正案が提示される可能

性があることを示唆した。また、「昨今の軍やＤＲＳ（情報安全庁）の全般的な

組織改編は自然なものである。ブーテフリカ大統領はローマを破壊したローマ

皇帝・ネロではなく、治安システムを破壊することを企図している訳でもない」

と述べて、それまで行われてきた一連のＤＲＳの人事異動や組織改革を擁護し

た。

● モハメド・メディエンＤＲＳ長官の解任

報道によれば、１３日、ブーテフリカ大統領兼国防大臣が、憲法の規定に従

い、退役が認められたモハメド・メディエン中将（通称トゥフィック）（７６歳）

をＤＲＳ長官の職から解任した。ブーテフリカ大統領は、後任としてアトマン・

タルターグ氏を DRS 長官に任命した。タルターグ氏は退役少将であり、ＤＲＳ

内部で要職を歴任した後、今日まで大統領顧問の任にあった。同日、ガイド・

サラ国防副大臣兼軍参謀総長は、ブーテフリカ大統領の指示を受け、国防省に

て、メディエン中将の後任に指名されたタルターグＤＲＳ長官の就任式を行っ

た。今回の解任劇の詳細な背景は不明であるが、７月末から８月にかけて、軍

及びＤＲＳ高官の人事異動や部隊管轄の変更が行われており、２５年間ＤＲＳ

長官の座にあったメディエン中将の解任は、２０１３年以来行われてきたＤＲ

Ｓ改革の最終局面と見られる。

● 国民和解憲章１０周年

２９日、国民和解憲章成立第１０周年に際して、ブーテフリカ大統領はメッ

セージを発出し、２００５年に国民投票で成立した同憲章を「一切の妥協なく、

完全に施行する」と述べ、「市民社会との調和の恩恵を受けた幾人かの言動と行

動は憲章と合致していない」として、１８日に近く政党設立の要望書を提出す
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ると述べていたマダニ・ミズラーグ元ＦＩＳ軍事部門首領の発言を牽制した。

２． 外交

● ザリーフ・イラン外相の来訪

１日、ブーテフリカ大統領は、来訪したザリーフ・イラン外相と会談を行っ

た。会談後の記者会見で、同外相は、第２回両国高等合同委員会の年内開催に

向けて準備会合を行っていくことに合意したと述べた。また、ブーテフリカ大

統領との会談では、７月に署名されたイラン核合意についても話し合われ、開

発途上国による核の平和的利用について、意見が合致したことを明らかにした。

また、シリアとイエメンについて、外国の介入を拒否し、停戦を導く政治的解

決が必要であるとの立場も両国共通であると述べた。

● アルジェリア、ニジェール、チャド外相会談

６日、アルジェにて、メサヘル・マグレブ・ＡＵ・アラブ連盟大臣が、カネ・

ニジェール外務・協力・アフリカ統合・在外ニジェール大臣及びマハマト・チ

ャド外務大臣を招き、リビア情勢を始めとする地域治安情勢に関する隣国間会

合を行った。本会合は伝統的に存在する三か国間の協議枠組みに位置づけられ

るものであり、２０１４年１２月のイトノ・チャド大統領のアルジェ訪問、２

０１５年１月のイスフ・ニジェール大統領のアルジェ訪問をフォローアップす

るものである。また、本会合は地域治安情勢を検討するとともに、サヘル地域、

特に三か国の国境地帯における治安悪化やテロ、暴力、不法行為に関して検討

するもの。会合後に発表された共同コミュニケでは、リビア国民統一政府の樹

立の必要性、対ボコ・ハラムのための多国籍軍の活動を強化、関係団体による

マリ和平・和解合意の完全かつ誠実な履行を呼びかけた。

● ラルシェル仏上院議長の来訪

８日から１３日にかけて、ラルシェル仏上院議長がアルジェを訪問し、ブー

テフリカ大統領と会談を行った。同会談では、マリ、リビア、チュニジア、シ

リアの現状について協議され、両国関係の重要性について同上院議長より言及

された。また、同上院議長は、セラル首相、メサヘル・マグレブ・AU・アラブ

連盟大臣、ベンサラ国民評議会議長、ウルドゥ・ヘリファ国民議会議長ともそ

れぞれ会談を行った。今回の訪問では、８日に、国民評議会及び仏上院の両院

間の協力協定の署名がなされ、今後、ハイレベル政府間委員会の開催、仏・ア

ルジェリア合同経済委員会（COMEFA）の第３会期の開催等の両国間の今後の会

談について準備が行われる。
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● モゲリーニＥＵ上級代表の来訪

１６―１７日、ラマムラ外務大臣の招待で、モゲリーニＥＵ上級代表がアル

ジェリアを来訪し、ブーテフリカ大統領、セラル首相、ラマムラ外相、メサヘ

ル・マグレブ・ＡＵ・アラブ連盟担当相とそれぞれ会談を行った。今回の訪問

を機会に、司法分野と職業訓練分野での支援に係る２つの合意文書が署名され、

ＥＵ・アルジェリア連合協定を評価するための作業部会を設置することに合意

された。

３． 治安

● ＡＱＩＭ「アンサール大隊」のＩＳＩＬへの忠誠表明

４日、テロ関連サイトに掲載された５分２０秒の音声録音で、ＡＱＩＭから

分離し、首都アルジェとティジ・ウズ県の間で活動する武装グループが、自ら

を「アンサール大隊」と称してＩＳＩＬのアブ・バクル・バグダーディに忠誠

表明を行った。この「アンサール大隊」は、アルジェリアにおける、ＡＱＩＭ

から分離し、ＩＳＩＬに忠誠表明を行った四番目のグループとなる。報道によ

れば、同武装グループは、２００７年に「説教と戦闘の為のサラフィー集団（Ｇ

ＳＰＣ）」から改編されたＡＱＩＭの名のもとで活動していたが、ここ数年で、

その活動は北部山岳地帯の一部に限られ、資金も欠乏し、新たな加入者を引き

つけることに失敗していたこともあり、ＡＱＩＭを離脱してＩＳＩＬに忠誠表

明することにより、その活動を新たに活性化させ、国外より資金を調達しよう

としていると見られる。また、今回の動きは、ＡＱＩＭとＩＳＩＬ間の対立と

分裂が大きいことを示し、マグレブ世界における勢力拡大争いが伸張している

ことを示すと見られる。

● サヘル地域各国軍参謀総長会合

１６日―１７日の２日にわたり、当地南部のタマンラセット県（第６軍管区）

において、アルジェリア、マリ、モーリタニア及び二ジェールの各国軍参謀総

長が、対テロ対策を主なテーマとした軍参謀総長会合（CEMOC）を開催した。

同会同は、サヘル地域（参加国周辺地域）の治安情勢の優位性に関する評価

を実施するとともに、対テロ対策と組織犯罪防止対策の実施を評価することを

盛り込んだものであり、各国軍の参謀総長は、この会同の中で、各国の情報や

分析内容を交換するとともに、テロ対策や組織犯罪対策に関する関係国間の戦

略について議論した。
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４． 経済

●ウアリ公共事業大臣の東西高速道路建設に関する発言

７日朝、ウアリ大臣は、国営ラジオのチャンネル３に出演し、深刻な地滑り

で補修工事が難航しているブイラ県ラフダリア地区（中工区）を除く、東西高

速道路の全ての工区を本年１０月末までに完成させる旨述べた。コンスタンテ

ィーヌ県とスキクダ県の１３Ｋｍ区間を結ぶジェベル・エル・ウアシュの迂回

路建設工事に関し、同大臣は、ＣＯＪＡＡＬ（アルジェリア東西高速道路建設

工事共同体）との係争により工事は大幅に遅延していたが、現在工事の進捗率

は７５％であり、他の工区と同様、同迂回路は本年１０月末に引き渡されると

述べた。同大臣は、「駐アルジェリア日本国大使との会談の後、ＣＯＪＡＡＬの

代表者達と既に４回も協議を行った。我々の主張はＴ１トンネルの復旧工事再

開であり、我々としては腕組みして何もせず、ただこの種の協議を延々継続さ

せるわけにはいかない。ＣＯＪＡＡＬがいようといまいと、同トンネルは完成

させる。」と述べた。

●２０１４年の平均月給

国家統計局（ＯＮＳ）は、２０１４年度の各セクターにおける平均月給の調

査報告書を発表した。同報告書によると、２０１４年度の公務員の平均月給は

５万２，７００アルジェリアン・ディナール（ＤＡ）で、民間セクターは３万

１，０００ＤＡであった。

●アルジェリア中央銀行による２０１５年上半期の財政報告書

８日、アルジェリア中央銀行は、２０１５年上半期の財政報告書を発表した。

同報告書における主要な指標は以下のとおり。

○外貨準備高 １，５９０億ドル

○対外債務 ３３億ドル

○炭化水素輸出額 １８１億ドル（対前年同期比４３．１％減）

○貿易収支 ８１億８，０００万ドルの赤字（前年同期は２３億１，０００万

ドルの黒字）

○インフレ率 ４．９７％

○石油収入 １兆２，５４９億アルジェリアン・ディナール（ＤＡ）（前年下半

期が１兆５，１８３億ＤＡ）

○歳入調整基金（ＦＲＲ） ３兆４，４１３億ＤＡ

●２０１５年１月―８月の自動車輸入額

アルジェリア関税局・国家統計情報センター（Ｃｎｉｓ）が発表した統計に
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よると、２０１５年１月―８月の自動車輸入額は、前年同期の３４億５，００

０万ドルに対して２３億５，８００万ドルを計上し、対前年同期比３０．６％

減となった。輸入台数に関しては、前年同期の２８万１，３５５台に対して２

１万５，０１３台を計上し、対前年同期比２３．５８％減となった。

５． 我が国との関係

● 漁業管理セミナーの開催

３日、農業・地方開発・漁業省は、漁業管理セミナーを開催した。現在同省

は、人工漁礁の設置及び実現可能性に関する調査を行っており、不正漁業の取

締りや水産資源の漁獲量拡大を目指している。同セミナーに参加した杉山ＪＩ

ＣＡ国際協力専門員は、これまでＪＩＣＡが行ってきた水産分野における協力

について説明し、零細漁民を統合・管理するための措置や、不正漁業の防止に

関するＪＩＣＡの経験を述べた。同セミナーの開会式には、ＪＩＣＡの他に藤

原駐アルジェリア日本国大使やカメル同省官房長が出席した。

●サハラ・ソーラーブリーダー（ＳＳＢ）プロジェクト第５回合同調整委員会

の開催

２９日、ティパザ県ブーイスマイルの再生可能エネルギー開発センター（Ｕ

ＤＥＳ）にて、日本とオラン科学技術大学（ＵＳＴＯ）の共同プロジェクトで

あるＳＳＢの第５回合同調整委員会が開催された。同プロジェクトは、日本の

ＪＩＣＡとＪＳＴによって資金が提供され、これまでシリコン製造用のシリカ

還元炉の提供及び再生可能エネルギー分野の研究者に対する研修がＵＳＴＯ側

に対して行われた。日本の協力に関し、同調整委員会に出席したスタンブーリ

ＵＳＴＯ教授は、同協力の枠組で２６名の研修生が日本で研修を受けることが

できたと述べた。また、同調整委員会に出席した藤原駐アルジェリア日本国大

使は、今後もアルジェリアにおいて再生可能エネルギー分野での協力を継続し

ていきたいと述べた。

＜アルジェリア要人の外国訪問＞

日付 国 氏名・肩書き 目的

８月３１日―

９月２日

中国 ベンサラ国民評議会議

長

人民抗日戦争・世界

反ファシズム戦争

勝利７０周年記念

式典に出席

９月６日 フランス ラマムラ外務大臣 ファビウス外務・国

際開発大臣と会談
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等

９月１３日 エジプト メサヘル・マグレブ・Ａ

Ｕ・アラブ連盟担当大臣

第１４４回アラブ

連盟外相会議に参

加

９月１４日 スペイン ベンサラ国民評議会議

長

ガルシア・エスクデ

ロ上院議長と会談

等

９月２６日 アメリカ ラマムラ外務大臣 天野ＩＡＥＡ事務

局長、北朝鮮外相、

ラブロフ露外相等

と会談

９月２６日 アメリカ メサヘル・マグレブ・Ａ

Ｕ・アラブ連盟担当大臣

第２回ＣＶＥサミ

ット参加等

９月３１日 アメリカ ブラス国民議会副議長 第四回上下院議長

国際会議出席（ウル

ド・ヘリファ国民議

会議長代理）

＜外国要人のアルジェリア訪問＞

日付 国 氏名・肩書き 目的

９月１日 イラン ザリーフ外務大臣 ブーテフリカ大統

領、セラル首相、ラ

マムラ外務大臣と

会談等

９月２日 イスラム協力

機構

マダニ事務局長 ブーテフリカ大統

領、セラル首相、ラ

マムラ外務大臣と

会談等

９月６日 ニジェール ブラマ外務大臣 三者協議（リビア問

題）参加

９月６日 チャド マハマト外務大臣 三者協議（リビア問

題）参加

９月７日 フランス ビアンコ・アルジェリア

担当外相特別代表

ブ シ ュ ア レ ブ 産

業・鉱業大臣と会談

等

９月１４日 フランス ラルシェル上院議長 ブーテフリカ大統
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領、セラル首相、ベ

ンサラ国民評議会

議長と会談等

９月１４日 世界銀行 ガネム中東・北アフリカ

担当副総裁

セラル首相と会談

等

９月１５日 イタリア グイディ経済開発大臣 セラル首相、ブシュ

アレブ産業・鉱業大

臣、ヘブリ・エネル

ギー大臣と会談等

９月１６日 ＥＵ モゲリーニ欧州ＥＵ外

務・安全保障政策上級代

表

ブーテフリカ大統

領、セラル首相、ラ

マムラ外務大臣、メ

サヘル・マグレブ・

AU・アラブ連盟大臣

と会談等

９月２０日 サントメ・プリ

ンシペ

トロヴォアダ首相 ブーテフリカ大統

領、セラル首相、ラ

マムラ外務大臣と

会談等

９月２０日 国連 ロス国連西サハラ担当

特使

ラマムラ外務大臣、

メサヘル・マグレ

ブ・AU・アラブ連盟

大臣と会談等

９月２７日 チュニジア ハマード・チュニジア工

業大臣

第９回工業に関す

る二国間委員会

９月２９日 ブルガリア ネンチェフ国防大臣 ガイト・サラ国防副

大臣と会談等

９月２９日 ジンバブエ マングデヤ・ジンバブエ

中央銀行総裁

セラル首相と会談

等

９月２９日 ベルギー ジャンボン副首相、フラ

ンケン移民・難民担当閣

外大臣

セラル首相、ベドゥ

イ内務大臣と会談

等

（了）


